
■指標については、明確に経年の比較を測れる

　ものとします。

資料４

　は、長期総合計画の考え方を踏まえつつ、３

　つの基本目標ごとに複数の指標を設定するこ

　ととし、なるべく施策展開の方向ごとに、指

　標を設定します。

　本構想に掲げる基本目標１～４ごとに示され

　る６４の施策に応じて、目指すべき姿の実現

　に向けた指標を設定しています。

■新たな住宅マスタープランの策定にあたって

■現行計画における施策整理の方法では、基本

　目標１～３ごとに２つの指標を定め、進捗を

　測るひとつの目安として示しています。

■上位計画である長期総合計画においては、基

 指標Ｒ・指標Ｓ

 指標Ｔ

 指標Ｑ

 指標Ｈ・指標Ｉ

 指標Ｊ

基本目標１

良質な住宅ストック
の形成

基本目標２

安全安心で
住み心地のよい
住環境の創出

基本目標３

住生活の質の向上と
居住の安定

 地域の治安・風紀向上への
 対応

 豊かな地域コミュニティの
 形成

 空き家状態の改善・空き家
 化の防止

 指標Ｍ・指標Ｎ

 指標Ｏ・指標Ｐ

 区分所有マンションの管理
 適正化の促進

 指標Ｋ・指標Ｌ

 指標Ｖ

施策の達成状況・進捗の管理について

[基本理念] [基本目標]

 多様なニーズに対応した住
 宅の供給の誘導

 住宅の耐震化の促進

 マンションの防災対策の促進

[施策展開の方向]

 指標Ｃ

 指標Ｄ・指標Ｅ・指標Ｆ

 指標Ｇ

 指標Ａ・指標Ｂ

基
 
本
 
理
 
念

 地域の防災性向上への対応

 良好な地域環境の形成

 子育て世代の居住環境向上
 への対応

 高齢者・障害者の住まいに
 おける安全・安心の確保

［基本目標に対する指標（ｲﾒｰｼﾞ）］

具
 
体
 
的
 
な
 
施
 
策
 
・
 
事
 
業

 住宅の環境性能向上への対
 応

 指標Ｕ
 高齢者・障害者・ひとり親
 世帯等の民間賃貸住宅への
 円滑な入居の促進

 住宅に困窮する高齢者や自
 立生活が難しい方等への住
 まいの確保

基本目標１～３ごとに、複数の

「指標」を設定する。

指標は、なるべく施策展開の方

向ごとに設定し、各施策の進捗

を測る。


